
ৱ
મ

懜

№
প

৾
੡

戸੫
঵

੡
ਚ

ര
ય

ী
૽

૙
ၒ

੡
憍

ঝ
懑

憯
૽

સ
૟

અ

 

5ೣ
ਮ

প
৾

ઇ
ਜ

৖
慗

भ
౎

਌
ભ

ଓ
ଯ

ਆ
ଡ଼

೨
౓

A
ٳ

懥੶
ஈ

9ઋ
ఱ

ਆ
প

৾
ઁ

ਾ
৖

ઁ
ਾ

ୖ
ઁ

ਾ
ୖ

৩
ৈ

ଶ
༝

ఴ
A

ٵ
崼ਤ

ষ
হ

୻
৅

਀
17

੺
ྡ

প
৾

ᅛ
ਜ

ভ
ੑ

ୖ
慗

भ
౎

஁
෍

ร
མ

A
ٴ

懥৅
਀

21
ჵ

ଗ
প

৾
ઁ

ਾ
ୖ

ઁ
ਾ

બ
শ

௵
๵

ྒྷ
৕

A
ٷ

懥৅
਀

ৱ
મ

੿
ਛ

3ଌ
ਹ

ੵ
঵

প
৾

ো
૥

ઁ
ਾ

ୖ
ো

૥
懗ઁ

ਾ
懘

਍
௫

ળ
ಊ

A
ٵ

崼ਤ
ষ

13
੡

ଽ
ો

৾
੹

প
৾

ઁ
ਾ

஼
ઁ

ਾ
ୖ

শ
ଓ

ଯ
র

ি
อ

஖
A

ٷ
懥৅

਀
ৱ

મ
੿

ਛ
15

প
ଚ

৾
੹

প
৾

ো
૥

হ
ਜ

஼
ো

૥
৙

৑
ੴ

൞
A

ٳ
懥੶

ஈ
হ

୻
৅

਀
19

ଠ
৶

প
৾

ઁ
ਾ

৖
ઁ

ਾ
ਨ

৙
ၲ

ਦ
A

ٴ
懥৅

਀

1૸
ୃ

ఐ
৾

ૼ
୒

প
৾ઁ

ਾ
憖

懈
憚懑

ઁ
ਾ

਌
হ

਽
᫖

୾
ጝ

A
ٴ

懥৅
਀

7ূ
਎

৽
ੋ

প
৾

ઁ
ਾ

ୖ
ઁ

ਾ
೔

৔
ਫ

௖
A

ٵ
崼ਤ

ষ
11

ఎ
ੴ

প
৾

੫
઺

懐ઁ
ਾ

ୖ
ઁ

ਾ
બ

শ
ਸ

ઢ
ಇ

໲
A

ٳ
懥੶

ஈ
23

懗ઙ
懘慿

懑
憣憔

憚憞
憭ਸ਼

ਕ
হ

঵
৖

එ
ஃ

ভ
৩

ഓ
દ

ઌ
঳

A
ٷ

懥৅
਀

ৱ
મ

੿
ਛ

 

2ଌ
ਹ

ੵ
঵

প
৾

ো
૥

ઁ
ਾ

ୖ
ো

૥
懗ઁ

ਾ
懘

દ
ি

৖
ల

ఘ
B

ٵ
崼ਤ

ষ
14

প
ଚ

৾
੹

প
৾

ઁ
ਾ

ୖ
ઁ

ਾ
਌

হ
ଓ

৐
৙

ྊ
୲

B
ٳ

懥੶
ஈ

হ
୻

৅
਀

12
প

৊
ੵ

঵
প

৾
ো

૥
懐ઁ

ਾ
஼

ো
૥

懗ઁ
ਾ

懘
਌

ਪ
৵

༑
௼

୏
B

ٴ
懥৅

਀
24

懗ઙ
懘慿

懑
憣憔

憚憞
憭ਸ਼

੸
হ

঵
৖

එ
ஃ

ভ
৩

ਨ
ਆ

ఊ
B

ٷ
懥৅

਀
ৱ

મ
੿

ਛ

16
প

ଚ
ੵ

঵
প

৾
ো

૥
৖

崢ো
૥

ୖ
崢ୖ

৩
ো

૥
懗ઁ

ਾ
懘

೘
ি

୾
ౘ

B
ٵ

崼ਤ
ষ

6র
ఙ

প
৾

ব
੠

ઐ
૴

憖
懈
憚懑

হ
ਜ

஼
慗

भ
౎

୺
ਉ

ၾ
໘

B
ٳ

懥੶
ஈ

হ
୻

৅
਀

10
ঢ়

ূ
৾

੹
প

৾
ઁ

ਾ
஼

ઁ
ਾ

ঢ়
ઠ

຋
ൌ

ಾ
B

ٴ
懥৅

਀
4඙

஖
௔

প
৾

ੲ
ਾ

憒
憔

憡
憸

৖
憒

憔
憡

憸
લ

ળ
ਫ

ྌ
B

ٷ
懥৅

਀
ৱ

મ
੿

ਛ

22
প

ଚ
ఇ

ఐ
প

৾
ো

૥
懐ઁ

ਾ
ୖ

ো
૥

懗ઁ
ਾ

懘
બ

শ
ๅ

ি
৆

౴
B

ٵ
崼ਤ

ষ
20

ਧ
વ

৾
੹

প
৾

੫
઺

ઁ
ਾ

ୖ
ઁ

ਾ
બ

শ
ਮ

೎
ೢ

ਃ
B

ٳ
懥੶

ஈ
18

ઋ
ૺ

੓
৕

প
৾

ઋ
ૺ

੓
৕

প
৾

慗
भ

౎
ୖ

শ
র

༥
૱

୏
B

ٴ
懥৅

਀
8ূ

ஞ
প

৾
প

৾
੹

ઇ
ਜ

ୖ
慗

भ
౎

਌
ભ

ผ
ઢ

෎
৩

B
ٷ

懥৅
਀

ৱ
મ

੿
ਛ

ৱ
મ

懜嵢
ਸ਼

懟ী
ఐ

ভ
嵢૞

ਸ
঻

崰嵻嵯
嵶



International Center

惣প৾૙৩ੲਾ৲ଢ଼஢൥ಆভ惣ਸ਼4ীఐভ

The 125th Anniversary in 2010

1

愰রఙপ৾惣
惣ব੠ઐ૴慉慻慍憄
惣惣惣惣惣୺ਉ惣ၾ໘

ৱમ懝

International Center

রఙপ৾愘愑惵愓
■ਝ઼৾৖
惣১憃৽ੋ憃ૹ憃৶ੵ憃ધ憃੕়৆ੁ
■ਝ઼ଢ଼஢ఐ
惣১৾憃৽ੋ৾憃ૹ৾憃৶ੵ৾憃ધ৾憃੕়৆ੁ憃
惣ਁુ৆ੁ
■௧୅૙প৾੹
惣ব੠ভੑ憃১ਜ憉慷憄慇愿憄ঝ憊憃
惣ਅറ৽੾憉慞慆慛慇慇愿憄ঝ憊

2

International Center

৾েਯ憉2008ফ5া1঩ਠ૔憊
৾৖愰愰愰25991੡
ଢ଼஢ఐ愰愰1488੡
௧୅૙愰愰愰960੡

೏৾েਯ愰534੡
ઐఌ೏৾ে慷அ慪愲ٮ
৸৾েਯभ৺2٫ٮ

3 International Center

೏৾েਯ憉2008ফ5া1঩ਠ૔憊
■೏৾েਯ憉2008ফ5া1঩ਠ૔憊惣ٮઐఌ೏৾ে愪அ愝
惣534੡
惣惣憉৾৖350੡憃೗૒৐਋133੡憃೗૒৏਋50੡憃௧୅૙1੡
憊
■লମ৉
惣রব憃஻ব憃઎೓憃慠慴慻慇憃慗愴慒憃慩慶憄慅愲憃ಘ௃憃慍愴憃慤慖慘慫憃
惣慪慮慻慩憄憃愴慻慗慛慅愲憃愴愾慵慇憃愲慬慵愻憃慇愶愷憄慕慻憃愴慻慗憃
惣慠愳慵慟慻憃慉ঝ慞愲憃慃慷慻慞愲憃慧慵慞愲憃१愶慆愲慴慞愲憃慭慻慄ঝ憃
惣慃憄慖慆慧慹憄ঝ憃慇慵慴慻愻憃慤ঝ愾憄憃愺憄慇慖慴慵愲憃慠愳慆憄惣౎
惣

4

International Center

ਠ૔भ憳憞憛慥憄慆
■঩মୁ愰2005ফ9া懂憦憽懑慿ঝ
愰愰愰愰ڀো৾੫઺ୖऋଵ৶懐ઈ੾
■ஶୁ愰
■রবୁ懗ල৬ஊ懐෬৬ஊ懘愰2006ফ10া৫ਝ
■஻বୁ愰愰2006ফ4া৫ਝ
愰愰愰愰ڀଵ৶懐ઈ੾मো৾੫઺ୖ愲
愰愰愰愰愰愰৔ઍमব੠ઐ૴憖懈憚懑慡੿ਛ愲

5 International Center

঩মୁ憳憞憛慥憄慆憉໪ਏ憊
■রఙপ৾ੲਾ৅ਦ憉憁憤懁憁懈
愰ੲਾ৅ਦभ੦ম্ଉ懗ੲਾ৅ਦ慢懟W懜H懘
■愻ਸ਼1మಽ愼রఙপ৾憣憞憯憲懑憓
愰愰ܒ愻ਸ਼2మಽ愼ఁপ憣憞憯憲懑憓
愰愰愰愰愰ٴ৖ୖ஼શ憣憞憯憲懑憓
愰愰愰愰愰愰愰愰૚৖ୖ஼भৗା憦憽懑憔懐憁憱懈憣慷਀ં
愰愰愰愰愰ٴ௰ਖ঻શ憣憞憯憲懑憓

6

International Center

঩মୁWEB慥憄慆憉્ඉ憊
■१憁憣৸৬भ憢२憁懈भଁ঳
■௰ਖ঻શ憣憞憯憲懑憓
■ਫ਼ดਃચ
■ਭୡেૢର१憁憣愷Chuoٕnet愸

■2008ফ২প৾१憁憣懁懈憊懈憍ਸ਼4ਜ਼愰愰
愰愰懗1ਜ਼愰র৖প愱2ਜ਼愰ઁਣ৽ੋপ愱3ਜ਼愰৊ಂ঺প懘
愰愰
7 International Center

ઁਾୖ਻
■ઁਾᄘ৬भ੗஘৲
■૚৖ୖ஼慡भ憇懂憓憥ঝ憲懑憓भౄৰ
■৾ে憵懑憚ঝ१憁憣भણ৷

■ஶୁWEB憲懑憓भৄઉ慓
■রবୁ懐஻বୁWEB憲懑憓भଵ৶懐ઈ੾
■৾৔भੲਾ৅ਦ慥ৌ慕慴ആ২୷
愰愰
8



਴ਛ20ফ২প৾૙৩ੲਾ৲ଢ଼஢൥ಆভ惣ૢع৷慃憄慇ع
ਸ਼4ীఐভ惪প৾ઁਾ愘惻愀愧Web१愴慖भਅറ৓ଡണ愕୷શ৲惫惣惣૞અৱમ

http://www.kanagawa-u.ac.jp/

2008ফ10া16঩

ઋఱਆপ৾ઁਾ৖ઁਾୖ愰ৈଶ愰༝ఴ

ৱમ懞 ٕਁૄ१愴慖໪ਏٕ

愻TOP愼

ઉ੺懂憦憽懑慿ঝٹ 懥 2008ফ5া15঩懗ম৾൉য়80ఢফ懘

ઈ੾৬਑ٹ 懥 ઁਾ৖૙৩1੡ٔୣാ૙৩1੡
愰愰愰愰愰愰愰愰愰پ૑ਏ慥ૢ慔慠ਗ৖਑੿੻౏

ඉಉ્ٹ 懥 ඨ৯શ憹憦憽懑愱ৌ଴঻શ憹憦憽懑慷ଦ઼愲
愰愰愰愰愰愰愰 ঳৖懪懵懻懗憐懈憡懈憟憶憨懑憓憹懈憣憒憔憡憸懘慷

଑ো慓愱१憁憣भಌৗ଀෰慷੖慲慓慠慂慴愲懗憎懑
憚憁१憁憣षभঽ৿੶হଦਦಉ懘

ঢ়৴憐懈憡懈憟ٹ
愰愰懐愷WeB St@tion愸愰懗ઋఱਆপ৾৾ಆ੍ର憵懑憚ঝ懘
愰愰懐൉য়80ఢফ੶୛્ਝ१憁憣
愰愰懐愷ઋপभ੔ে愸愰懗ઇ৩ງஂ憐懈憡懈憟懘
愰愰懐愷ৈૅে慦慵य愸懗ৈૅেৌ଴્ਝ憐懈憡懈憟懘
愰愰懐愷৿઺慡ा慴憊憻懈ঃ憔憥憫愸懗憊憻懈ঃ憔ງஂ懘

憢懑憚म2007ফ২ৰౚپ

ٕCMS愘愑惵愓ٕ

CMS懗憐懈憡懈憟憶憨懑憓憹懈憣憒憔憡憸懘໪ਏ

ઈ৷৫઩ٹ 懥 2008ফ10া

଑ো৯৓ٹ 懥 ਁૄ憲懑憓慢憎懑憚憁१憁憣भ৴৿ਙ慷ৈ慫愱ਭୡেम慬慛慵慸ઁ態঺ভष愱ઋఱਆপ৾भੲਾ慷ਫન慥懐憔憬懑憢憀
慥懐慱慳ীऊ慳ृ慕態஫慆慴慏慢ऋ慡慉慴ಌৗਙभৈ慂१憁憣ष慢੝ఒ慓慠慂態慏慢慷৯৓慢慓愱CMS慷଑ো慕慴愲
慩慙愱ਗ৖੻౏ᄄ২慷੖慲慕慏慢慥慱慳愱৽ાभచ੖慬慗भ৯৓慢慕慴愲

଑ো෇೧ٹ 懥 憲懑憓ಌৗभ慬慝慢慬ᄄ෬慤懽懷懸憲懑憓懐憣憬憞憌憔懐૚௰ਖ঻શ憲懑憓भ懽懷懸৖ী慥懪懵懻慷଑ো愲
愰愰愰愰愰愰愰愰愰జਟ੸੎भಌৗ੿঵慢慤慝慠慂慙憎懑憚憁१憁憣慥慞慂慠慬愱঳২भಌৗ੿঵慡໌ৎ慥੶হ憐懈憡懈憟慷઀୹૭ચ愲

ಌৗ憁憹懑憓ٹ

CMS慱慳੶হ慷੿ਛ

ളਯ憲懑憓慥ৄল慓ऋঽ৿েਛ

PC१憁憣఺慧憎懑憚憁१憁憣慥੶হ慷ଦਦ

ٕਁૄ慁憄慍愴१愴慖໪ਏٕ

愻憎懑憚憁१憁憣愼

ଡਛٹ 懥 憡憊憔憣憱懑憔懗HTML懘भ憒懈憯ঝ慤憲懑憓愲
愰愰愰愰愰愰憊憻懂慿ਖ਼৒憯懄憍懁憸ಉम఼৷慓慠慂慤慂慙慫
愰愰愰愰愰愰PCऊ慲慬慿憌憖憔ऋ૭ચ愲

憢懑憚म2007ফ২ৰౚپ

愻੶হ憲懑憓愼

ٕম৾Web१愴慖ઈ੾भୖ਻ٕ

■慁憄慍愴१愴慖भ慃慻慔慻慒ఁౄ

■愲愿慉慇慷慀ಉभীෲ愘愤愧१愴慖੝ఒ憃慱憄२慞慵慔愳भ਱঱

★Question懜愰懥愰愷౪৾म憎懑憚憁१憁憣慥慬ৡ慷োो慠慂慩慕ऊء愸愰愰愰ڀ愰োो慠慂慴懐োो慙慂懐োो慴૑ਏम慤慂

★Question懝愰懥愰愷憐懈१ঝ憡憀懈憍ভ঺ಉ慥慱慴१憁憣भਗ৖൧૵慷ৰ઱慓慠慂慩慕ऊء愸愰ڀ愰慓慠慂慴懐慓慙慂懐慕慴慞慬慳म慤慂

ਅറ৓ઁਾभ慙慫慥੷慫慲ो慴Web १憁憣भଡണ懐ઈ৷慥慈慍慴ୖ਻

■ো૥ઁਾ愪ඞ惷惪ো૥慉慻慍憄惫愕প৾ઁਾ愪ඞ惷惪ઁਾ৖惫愕भ৴௚ਂଌ

★Question懞愰懥愰愷৖౧भ৴௚ਂଌ慥慱慝慠Web१憁憣भઁਾऋથ஍慥ਃચ慓慠慂慤慂慢૎慔慴慏慢ऋ慀慳慩慕ऊء愸
愰ڀ愰慂慞慬૎慔慴懐૎慔慴慏慢ऋ慀慴懐૎慔慙慏慢म慤慂

ੲਾ৅ਦभ慙慫भ௓ਤੌ௶৬਑慢懆懑憌憭懄懑भ੝ఒ

Web १憁憣慷ৢ慔慙প৾ੲਾभ憇懑憯懈৲

■Web१愴慖愪ৢ愇愓惤৾ে愌愎ঽମऋୖਗણ৿भੲਾ愗愖愪஫惹愧லੌा愒惾愦

■౸঵௬੼愲慻慁憄慖ಉপ৾भঽഞਡਫ਼௬੼愘ঢ়愈愧ੲਾਁ৫

★Question懟愰懥愰愷প৾भঽഞਡਫ਼௬੼慥ঢ়慕慴ੲਾਁ৫懗Web慥慈慂慠懘慷慣भங২慓慠慂慩慕ऊء愸
愰ڀ愰௧৷भ憐懈憡懈憟慷ਝ慍慠慂慴懐௧৷भ憐懈憡懈憟慷慏ोऊ慲য়慛঱慎慴慞慬慳慚懐௧৷भ憐懈憡懈憟慡म慤慂ऋਁ৫慓慠慂慴懐ਁ৫慕慴慞慬慳म慤慂

ٕીॎ愦愘ٕ

RSS憭憀懑憤ء
CMSء

৿઺ુથء
SNSء

憉憓憄憞憣ء

憶憁憌懄憮懄憍ء

憎懑憚憁৷Flashء
憯懂懈憚憮ঝ१憁憣ء

SEOء
憎懑憚憁憐憷憽憦憡憀ء

慿ং憚懑ء

懂憔憡憀懈憍ઁઔء

憣懃懈憤भWeb१懑憫憔愰悬愰প৾慥慢慝慠૑ਏ慤१懑憫憔
ઇ୘ਃঢ়愕愆愓भ຃৶௴憃ਁુਙ愪৳੅愆愗ऋ愥惤慱憄२憄憉ਭୡে愘଒愥愗惵憊愘થ
இ
愗१憄慞慇愪஋ா৓愘଑ো愆愓惵惾स惼愔म愗惵愍愨惷ऊ惥

愃ಯല想愦ऋ愕惷愃愅惵愜愆愌惥



1 

資料４ 

 ঩ڲڭাڬڭফڴڬڬڮ
எੲੈੲਾ৲ଢ଼஢൥ಆভૢ৷॥ش५ 

 

ਅറ৓ઁਾधजभৰਠप਱ऐथ 

ٕপ৾ઁਾभॺঞথॻधટञघसऌભਜٕ 

 

৊ಂ঺প৾ ਫ਽ ཬ 

 

َ؝ڭ ਅറُधम୦ऊش৒ଝ؞ਏಞ    
● 敵国家の心臓部、産業の中心部を破壊し、戦争遂行能力と継戦意思を失墜させる 

  → 「心臓を一刺し」 

           

●現在の「企業」戦略を構成する要素 

・持続的競争優位を達成するためのポジショニングを構築すること 

・企業を取り巻く環境との関わりについて、企業を成功に導くために何をどのように行うかを示

したもの、企業に関与する人たちの指針となり得るもの 

・市場のなかの組織としての活動の長期的な基本設計図 

 

●なぜ企業では戦略性が求められるか：経営環境の激変に直面 

①急激な技術革新、②顧客ニーズの多様化、③グローバルな競争激化、 

④異業種からの新規参入、⑤製品ライフサイクル短縮化 → 大学もまた同様の環境変化 

 

●企業・大学の意思実現とマーケティング戦略 

「顧客の新たな購入意思の創造」 

使いたい、利用したい、仲間にはいりたい → 感動の創造 

まさにブランドの真髄 

 

 ॸॕথॢૼ୒भડએऊैॣشਅറ॑ৰਠघॊਅ୒ٕঐ؝ڮ
●実現にあたって必要とされる条件 

１）アクティブなマインドが形成されること：ブランド、差別化を基礎  

        ↓ 

２）訴求の仕掛けをつくる 

   

 ３）マーケティングの前提活動：分析、把握、アクション 

・顧客の特性をつかむ 

    ①顧客の環境：地域、産業、収入レベル 他 

    ②顧客の文化：知的資産の分布 

   多様な特性のなかに、目標をつかむ ＋ フィットする大学の強みを付加 
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・たんなる情報のやりとりにとどまらない「マインド」を形成させることができるか 

     ↓ 

そのためには、マーケットの確立が必要 

 

マーケットへの「心臓への一刺し」 

             ↓   ↑   

   参加すること、構成員となることの「喜び」 → 「内部化」をはかる クラブ財の効用 

 

●大学の広報の特性 

  ステークホルダーの多様性 顧客は、外部のみならず内部にも存在 

     大学組織の特性は企業と異なる？ 

学生・教員という構成員＋外部のステークホルダー（父母、卒業生、企業、地域、行政 他）   

           ↓ 

外部と内部をつなぐ「通底」 

  

 

    ᄘ৬भਤ৲ٕ૗ॎॊुभؚ૗ॎैऩःुभ؝گ
 ●ホームページ ｗｅｂという媒体 

 ネットワーク、ＩＴ技術の進化ととともに、コンセプトも変化 

  第１段階 総体的な情報提供：総花的  供給者の論理 

     → 第２段階 コンテンツの整理、集約、特化：まだ受動的 web1.0 

        → 第３段階 顧客の能動性を喚起 

：近しさ、変化への主体的な参加意思 CGMが実現 web2.0  

→ 参照の大きな循環を生む 

 

 

    شॡইটشਏ৩ؚড؞௶ੌ؞ਅറ॑ৰਠघॊ৬਑؝ڰ
●「組織は戦略に従う」という定義：しかし、大学に統合された戦略はあるか？ 

→ 共有されているか → 可視的であるか 

①ステークホルダーごとへの戦略、戦術の確立：国内だけでなく国外 

②意思決定の複雑性：法人、教学の二元性＋社会アクターの関与 

③大学は、異なった関心、専門性のネットワーク組織：命令、権限では統制できない組織 

             ↓ 

逆に、その特性を活用する？ 

・インセンティブと競争関係の仕組みを導入 

→ 学部間、組織間、専門性間 → 各単位の存在意義を訴求 

・外部、ステークホルダーとの連携による圧力 

→ 地域連携、産官学連携による広報圧力と能力の向上 

 ・方向性の指針化、可視化 

   → 大括りの指針を明示、構成員の解釈の多義性を許す：評価する 
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 ੥૛मٕ؝ڱ
●各々の大学の教学・組織特性に応じた進化を促進 → 進化する因子を探索し、重点化 

●進化する因子を逆に「戦略化」する：すなわち、可視化のロードマップを作成する 

 内部の構成員の意識化、共有化を進める 

●広報の任務は、意識化、共有された「戦略」を学内と外部に可視化すること 

以 上 



 資料 A－１ 
 

ਅറ৓ઁਾभञीप੷ीैोॊ web १ॖॺभଡണ؞ઈ৷पउऐॊୖ਻ 
 
ୖ਻ 

・ ઇ૙৩৑दુથ৲औोथःऩः१ॖॺ੐ଉ 
・ ॹ२ॖথृ਀ਠभਂଁ঳ੌق௶ृ଻যभ਌௴पेॊ਑੿ك 
ebۦ ・ धःअওॹॕ્॔ਙभਂ౥৸ऩણ৷ 
・ ૼ୒৓ঁشॻঝ໌قৎ৓ ؞ಲਢ৓ಌৗभႨ૩ك 

 
 
-ੰৠ੧- 
ٌ৾৔৹ତٍ 
ebۦ؝ڭ  १ॖॺ॑ਹ৷खञઁਾણ৿षभઇ૙৩भੳ௙਱঱ 
web؞  भ્ਙपँढञઈ৷্১भ৶ੰ 
 ॥থ७উॺभનয়؝ڮ 
 প৾भ੦ম্ଉभુથ؞ 
 ৲पणःथभ৶ੰधਔઓଁ঳॑௕ॊञीभ੦૆ك॥থॸথॶ਑੿ق१ॖॺଡണ؝گ 
web؞  ಌৗपणःथभफ़ॖॻছॖথभ੿ਛ 
 १ॖॺଡണਥ଒঻भનੳ؝ڰ 
 ਥ଒঻षभੲਾभૐ৺؞ 

 ৲੶হभર੔ದਜ਼भ੦૆भ৥ન؞ 
 
ٌૼ୒৓੝ఒٍ 
 ॻঝ॑ৣऑॊش୒৓ऩঁૼ؝ڱ 
CMS؞  भ଑োڀੲਾभಌৗऋઍಔपऩॉؚॹ२ॖথଁ঳पेॊၡ༮ਙभ਱঱ 
 ৗૼ୒भ஋ா৓ऩ఼৷؝ڲ 
 ३ঙথषشజਟभ঳্৓ऩੲਾ৅ਦऊै൨্਱ऩ॥঑গॽॣ؞ 
 ঝृৃभ઀୹شপ৾षभషരਔ௙॑ৈीॊॶ؞ 

 ॸॖওথॺਙभ଑োشই॓থಽఁপभञीभग़থॱ؞ 
 
ٌ੝ఒभञीभ੐ఏٍ 
 ॡ७५টॢभણ৷॔؝ڳ 
 ॥থॸথॶभ൧૵؞ 

 ৲६भ૭ଳشॽ؞ 
 ।ॵॺभ৿਱པ඼شॱ؞ 
 ॻभཔ඼شডشय़؞ 
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Web१ॖॺ॑ৢगञপ৾ੲਾ
भड़شউথ৲

Aॳش঒

A

প৾ੲਾभड़شউথ৲
� Webभ્ਙ॑েऊखञপ৾PR

� ઇ৾ੲਾभਁ৫
� প৾ॽগش५भਁ৫
� ঈটॢؚBBSभણ৷

� ਁ৫घसऌੲਾ
� ১যੲਾभਁ৫
� ஠ਃଵ৶ੲਾभਁ৫

Webभ્ਙ॑েऊखञপ৾PR-1
� ઇ৾ੲਾभਁ৫

� ૸ୃఐ৾ૼ୒প৾

� প৾ॽগش५भਁ৫
� ੺ྡপ৾
� जभ౎ؚো৾ૄ؞෮঵ૄभଦਦऩनؚ૔৾
েؚ೯ಟؚ৉ୠषभPRऋ૭ચ

Webभ્ਙ॑েऊखञপ৾PR-2
� ঈটॢؚBBSभણ৷

� ওজॵॺ
� ਭୡেؚ૔৾েभ૞ਸ஑दણਙ৲ऋ௕ोॊ

� ॹওজॵॺ
� பਔभँॊ੶হऋછऌ੢ऽोॊ૭ચਙऋँॊ

হ୻؟ઋૺ഼୒ੵఐপ৾

ઞः্ઃਸ਼दमؚপऌऩ્౦प

ਁ৫घसऌੲਾ
ك঺ভषभହ৥ிભق
� ਠ૾भ਌ऩਁ৫ੲਾ

� ো૥ੲਾؚઇ୘؞ଢ଼஢৔ઍಉ
� ১যੲਾभਁ৫

� ৾ಋؚଃਜੲਾؚহ঵ੑ઺ؚঽഞਡਫ਼௬੼ಉ
↓

঳ಹभၡ༮঻ऋ৶ੰदऌॊ৔ઍप॔ঞথ४

� ஠ਃଵ৶ੲਾभਁ৫
� ৌૢभဌசऔऋ੎ਏؙ→ؙ঺ভऊैभਦ৷ါଷभ

ؙؙؙؙؙؙؙؙؙؙؙؙ૭ચਙ
� হ୻ງஂ؟ఎੴপ৾



ਅറ৓ઁਾभञीप੷ीैोॊ
Web१ॖॺभଡണ؞ઈ৷पउऐॊୖ਻
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 資料 B－２ 

討議テーマ２ 「情報発信のための推進組織体制とワークフローの改善」 

Bグループ（石岡、植田、関口、吉原） 

 

各大学の現状 

・ 情報発信までのフローが複雑なため、処理に時間がかかる ⇒ の簡略化 

・ 専任の担当者がいないため、更新処理に負担がかかる ⇒   の導入 

・ 各部署に情報更新を任せているため、発信が遅くなることがある 

・ 一元管理していないため、情報管理の統制がとれていない ⇒ への 化 

 

推進組織体制とワークフローの改善案 

・ 大学構成員一人一人が情報発信者であり、広報マインドを持つことが肝要  

・ 情報発信のためのガイドラインの策定 

・ 役割分担の明確化 

・ 広報部門における効果的な情報の活用 

・ フィードバック（振り返り） 

 

果たしてそれは戦略的広報なのか？？？ 

・ 広報担当者は受身になっていないか？本来の役割とは？ 

・ 大学の価値づくり、イメージアップをさせるための能動的な取組が必要なのでは？ 

・ 広報マンは今できていないことを整理し、夢を語る広報マンでなければいけないのでは？ 

・ 受身の広報ではなく、どのようにまとめて強化していくのか？ 

 

ではそのアクションプランは？？ 

① ブランドづくり（価値の再認識・他大学との差別化） 

② 強みの可視化（ひとつのツールとして「WEBサイト発信」） 

③ 発展的スパイラル 

 

＜参考＞各大学の事例 

東洋 広報課が各部署に情報をとりにいく。 

足利工業 ホームページ委員会があったが話が進まず廃止→職員１名＋事務局長でスピー

ディーな運営が可能になった。 

関東学院 CMS 利用。各学部が CMS を利用して、大学トップページにニュース情報をア

ップする形式をとり各学部で競わせて更新頻度をあげる。大学の広報委員会はな

し（各学部にはある）。 

桜美林 各部署が集まった情報を広報部が情報更新。一部の部署で CMS利用。広報委員

会は２回開催したが機能せず廃止。 

大同工業 １名の専任職員で運営。 

西南学院 各部署で対応→担当により更新頻度が異なる。広報委員会は広報誌メイン。 

来年度事務組織改編予定。 

神戸女子 入試以外は法人の情報部門が管理し、派遣１名で運営。入試は入試で対応。広報

委員会は見栄えの話ばかりで廃止。 

大阪薬科 広報委員会は広報誌メイン。入試広報の５名で担当。 

大阪工業 庶務課で情報収集一元管理（ガイドラインにもとづく）。更新は各部署。 

 

以 上 



資料 B－３ 

大学広報におけるWebサイトの戦略的構築と差別化 

 

WebWebWebWebサイトサイトサイトサイトをををを通通通通じたじたじたじた大学情報大学情報大学情報大学情報ののののオープンオープンオープンオープン化化化化    

    

（中坊・和泉・鶴田・斉藤） 

 

 

○ これまでの大学広報 

 ⇒ 単に情報を掲載する … 「自己満足」に過ぎないのでは？ ＝ ある意味「聖域」 

 

社会的責任 

 ・企業 ⇒ 顧客 … 企業の社会的責任 ＝ CSR(Consumer Social Responsibility) 

 ・大学 ⇒ 受験生・保護者・企業 … 大学の社会的責任 ＝ USRUSRUSRUSR((((University Social ResponsibilitUniversity Social ResponsibilitUniversity Social ResponsibilitUniversity Social Responsibility)y)y)y) 

 

○これからの大学広報 

 ①大学に求められているニーズを探り、適合する情報を分かりやすく提供する。 

 

  [ステークホルダー]は、[ ]を大学に求めている！ 

 

 ②広報誌等の紙媒体では、（１）即時性が無い（２）浸透しにくい等あるが、Web ページの場合は、不特

定多数に、即時に発信できる。 

 

Web ページを活用することが有効的である！ 

 

 

アクションプランアクションプランアクションプランアクションプラン    

    

 負負負負のののの（（（（ネガティブネガティブネガティブネガティブなななな））））情報情報情報情報  正正正正のののの（（（（ポジティブポジティブポジティブポジティブなななな））））情報情報情報情報 

 

大学が知られたくない情報  今の大学をより知ってもらう情報 

  ○事件・事故などの情報を  ○ブログ 

   大学の理念を踏まえ即時に開示   ○公開講座 

  ○安否情報の提供  ○教員の活動情報 

 ○産官学連携 など 

リスク管理 変化に気づいてもらう仕組み 

  大学資源（学生・教員・研究など） 

 を上手に活用し、分かりやすく！ 

   

WebWebWebWebをををを活用活用活用活用したしたしたした

オープン化 

負の情報を正に変える手法 

⇒ 結果として、信頼を得ることになるのではないだろうか。 


